建武 中興の 崩壊 

中島 商 相が、 足 利 尊 氏の ために、 災禍 を 獲た。 尊 氏 

の 如く 朝敵と なった もの は、 古来 外に も 沢山 ある。 朝 

敵と ならな いまでも、 徳川家 康 以下の 将軍な ど は、 そ 

れに 近い ものである。 殊に 温厚そう に 見える 二 代将 軍 

秀忠の 如き、 朝廷に 対して、 悪逆 を 極めてい る。 

だが、 尊 氏 丈が、 どうして 百世の 下、 なお 憎まれ 者 

になって いるか。 それ は、 純忠 無比な 楠 公 父子 を 向う 

に 廻した からで ある。 尤も、 中島 商 相 を 弾劾した 菊 池 

中将 (九州の 菊 池 神社 を 中心として、 菊 池 同族会なる 



もの あり、 中将 は その 会長で ある。 自分 も その 会員で 

いちず 

ある) の 先祖た る 菊 池 氏 も 亦、 五 百年 間 勤王 一 途の忠 

勤 をつ くした 家柄で、 山陽 をして 「翠楠 必ずしも 黄花 

に 勝らず」 と 云わ しめたが、 活躍の 舞台が、 近畿で な 

力く か V 

いから、 楠 公 父子の 赫々 たる 事蹟に は 及ばない。 今、 

四条 啜の 戦い を 説く に は、 どうしても 建武 中興が、 如 

何に して 崩壊し たかを 説かねば ならない。 

元弘 三年 六月 五日、 後醍醐 天皇 は 王政復古の 偉業 

成って、 めでたく 京都に 還 幸され た。 楠 正 成、 名 和 

ながと し がいせん 

長年 以下の 凱旋 諸将を 従えられ、 『増 鏡』 に 依る と、 其 

だい リ らくえ き 

の 行列 は ニ条富 小路の 内裏から、 東 寺の 門まで 絡繹と 



ら わず 正 成 を 褒め 倒して 居る が、 これな ども 戦記 作者 

よぼう 

を 通じて、 当時 一般の 輿望が 現われて いるので ある。 

或 日、 武将 達が 集って、 建武 中興で 一番手 柄の あつ 

た 者 は 誰だろう と 議論が あった。 各々 我田引水の 手柄 

話に 熱 を 上げて 居る と、 正 成 は 「それ は 菊 池 (武 時) 

だろう」 と 言った。 滅多に 人 を ほめた ことのない 新田 

義貞 も、 此の 一 言に は 非常に 感動した と 云う (『惟 澄 文 

書』)。 その 謙抑 知るべし だ。 

戦後の 論功行賞 にしても そうだが、 尊 氏 や 義貞に 比 

して、 正 成 は 寧ろ 軽 賞で ある。 それでも 黙々 として 忠 

勤 を 励む 其の 誠実 さは、 勘定高 い 当時の 武士気質の 中 



あんぐ-つ 

延元四 年の 秋、 後醍醐 天皇 は吉 野の 南山 行宮に 崩御 

せられた。 北 畠 親 房 は 常 陸 関 城に あって 此の 悲報 を 聞 

き、 「八月の 十日 あまり 六日に や、 秋 露に 侵され させ 給 

ひて 崩れ まし ましぬ と 聞え し。 寝る が 中なる 夢の 世、 

今に 始めぬ 習 ひとは 知りながら、 かず/ \ 目の前なる 

心地して、 老の涙 も かき あへ ねば 筆の 跡 さへ 滞りぬ」 

と 『神皇 正統 記』 の 中で 慟哭して 居る。 

正 成 夙に 戦死し、 続いて 北 畠 顕家は 和 泉に、 新田 義 

貞は 北陸に 陣 歿し、 今や 南朝 は落漠 として 悲風 吹き荒 

び、 ひたすら、 新人 物の 登場 を 待って 居た。 

そこへ 現れた のが、 楠 正 行で ある。 彼 は 近畿に 残存 



れる敵 兵 五 百 余人の 姿 は、 惨澹た る ものが あった。 正 

あ Q れ 

行 は是を 憫んで 彼等 を 救い上げ、 小袖 を 与えて 身 を 

きず 

温め、 薬 を 塗って 創 を 治療せ しめたと 『太平 記』 にあ 

る。 「されば 敵ながら 其 情 を 感ずる 人 は、 今日より 後 

心 を 通 はせん 事 を 思 ひ、 其の 恩 を 報ぜん とする 人 は、 

鱸て 彼の 手に 属して、 後 四条啜 手の 戦に 討死 をぞ しけ 

る」 いくらか 美化して 書いた ので あろうが、 小 楠 公 を 

飾る 絶好の 美談であろう。 

周章した 足 利直義 は、 遂に 十二月、 高師 直、 師泰兄 

弟 を 総大将と して 中国、 東海、 東 山 諸道の 大軍を 率い 

て 発向せ しめ、 最後の 決戦 を 企てた。 



悲愴 を 極めた 光景 を 叙述して いる。 

即ち、 参廷 して 父の 湊 川に 於け る 戦死 を 述べ、 今 こ 

そ 亡父の 遺志 を 遂行す る 心からの 歓喜 に 言 及し、 師直 

兄弟の 首に 自らの 首 を 賭けて 必勝 を 誓 つて 居る。 

「 今生 にて 今一 度 竜顔 を 拝し 奉らん ために 参内 仕りて 

候 ふと 申し も あへ ず、 涙 を 鎧の 袖に かけて、 義心 其の 

いまだ ひたたれ 

気色に 顕れ ければ、 伝奏 未 奏せざる 先に まづ直 衣の 

袖をぞ ぬらされ ける。 主上 則ち 南 殿の 御簾 を 高く 捲せ 

て 玉顔 殊に 麗しく、 諸卒を 照臨 ありて 正 行 を 近く 召 

して、 以前 両度の 戦に 勝つ こと を 得て、 敵軍に 気 を 屈 

せし む。 數慮先 づ憤を 慰す る条、 累代の 武功 返す，^ 



も 神妙な リ、 大敵 今 勢を尽 して 向 ふなれば、 今度の 合 

戦 天下の 安否 たるべし、 …朕汝 を 以て 股肱と す。 慎で 

命 を 全 ふす ベ しと 仰せ 出されければ、 正 行頭 を 地に つ 

けて、 兎角の 勅答に 及ばず」 〔# 「」」 は 底本で は 「』 匕 

場所 は 古来 伝 称の 吉野 山で ある。 君臣の 義相 発して 

情景 相 具った 歴史の 名場面で はない か。 かくて 共に 

討死 を 誓った 一 行 は 後醍醐 天皇の 御廟に 詣で、 如意 輪 

堂の 壁に 各 姓名 を 書き連ね、 その 奥に 有名な 「か へら 

じと」 の 歌 を 書きつ けたと ある。 だが、 これ はう そで 

ある。 普通に 常識の 有る 者が、 御陵の 傍のお 堂に、 勝 

手な 落 書 をして 行く なんて、 考えられないの である。 
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